
三沢市議会だより

2020.5.1. No.53
市議会の活動をわかりやすくお伝えします。

●  C O N T E N T S  ●

新体制のご紹介
第１回臨時会
第１回定例会
意見交換会

…………………P２
……………………P６
……………………P８

…………………… P１８

新体制のスタート
改選後の三沢市議会議員を
ご紹介します題字執筆者：松江　宣和さん
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三
沢
市
議
会
は
、
３
月

８
日
に
行
わ
れ
た
三
沢
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
で
選

ば
れ
た
18
名
で
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

①
議
席
番
号

②
生
年
月
日

③
当
選
回
数

④
所
属
会
派

⑤
所
属
委
員
会
等

①
４
番

②
昭
和
39
年
12
月
14
日

③
２
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
総
務
文
教
、
基
地
対
策
、

　

議
会
運
営
、
広
報
広
聴
、

　

議
会
改
革

①
５
番

②
昭
和
41
年
７
月
20
日

③
２
回

④
か
が
や
き

⑤
民
生
、
基
地
対
策
、

　

議
会
運
営

①
６
番

②
昭
和
34
年
４
月
23
日

③
２
回

④
か
が
や
き

⑤
産
業
建
設
、移
住
・
定
住
、

　

議
会
運
営
、広
報
広
聴
、

　

議
会
改
革

①
７
番

②
昭
和
30
年
４
月
24
日

③
２
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
産
業
建
設
、移
住
・
定
住
、

　

議
会
改
革

①
１
番

②
昭
和
31
年
８
月
22
日

③
６
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
な
し
（
議
長
は
特
定
の 

　

委
員
会
に
所
属
し
ま
せ

　

ん
）

①
12
番

②
昭
和
28
年
２
月
26
日

③
４
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
総
務
文
教

①
２
番

②
平
成
元
年
11
月
20
日

③
１
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
総
務
文
教
、移
住
・
定
住
、

　

広
報
広
聴
、議
会
改
革

①
３
番

②
昭
和
46
年
５
月
20
日

③
１
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
産
業
建
設
、
基
地
対
策
、

　

議
会
運
営
、
広
報
広
聴

※委員会等の名称　総務文教：総務文教常任委員会　　産業建設：産業建設常任委員会　　民生：民生常任委員会　基地対策：基地対策特別委員会　　　　　　　　　　　移住・定住：移住・定住促進対策特別委員会　　議会運営：議会運営委員会　　広報広聴：広報広聴委員会　　議会改革：議会改革推進会議

三
沢
市
議
会

新
体
制
の

ご
紹
介

議
　
員
　
氏
　
名

小こ

比ひ

類る
い

巻ま
き  

孝た
か

幸ゆ
き  

議
員

田た

嶋し
ま

　
孝た

か

安や
す

　
議
員

遠え
ん

藤ど
う

　
泰や

す

子こ

　
議
員

下し
も

山や
ま

　
光み

つ

義よ
し

　
議
員

小こ

比ひ

類る
い

巻ま
き  

雅ま
さ

彦ひ
こ  

議
長

瀬せ

崎ざ
き

　
雅ま

さ

弘ひ
ろ

　
副
議
長

久く

保ぼ

田た

　
隆

り
ゅ
う

二じ

　
議
員

舩ふ
な

見み

　
昌ま

さ

功の
り

　
議
員
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①
15
番

②
昭
和
25
年
７
月
31
日

③
５
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
産
業
建
設
、
基
地
対
策
、

　

議
会
運
営

①
14
番

②
昭
和
30
年
１
月
２
日

③
５
回

④
無
会
派

⑤
民
生
、
移
住
・
定
住
、

　

議
会
改
革

①
16
番

②
昭
和
23
年
１
月
30
日

③
８
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
産
業
建
設
、
基
地
対
策

①
17
番

②
昭
和
21
年
５
月
７
日

③
11
回

④
無
会
派

⑤
総
務
文
教
、
基
地
対
策
、

　

広
報
広
聴

①
18
番

②
昭
和
25
年
２
月
25
日

③
12
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
民
生
、
移
住
・
定
住
、

　

議
会
運
営

①
９
番

②
昭
和
35
年
６
月
３
日

③
３
回

④
無
会
派

⑤
民
生
、
移
住
・
定
住
、

　

広
報
広
聴

①
８
番

②
昭
和
29
年
６
月
11
日

③
２
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
総
務
文
教
、
基
地
対
策

　

議
会
運
営
、
議
会
改
革

①
10
番

②
昭
和
25
年
７
月
17
日

③
４
回

④
無
会
派

⑤
産
業
建
設
、
基
地
対
策
、

　

議
会
改
革

①
11
番

②
昭
和
34
年
１
月
７
日

③
４
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

⑤
民
生
、
移
住
・
定
住
、

　

議
会
運
営
、
広
報
広
聴
、

　

議
会
改
革

①
13
番

②
昭
和
56
年
６
月
15
日

③
５
回

④
か
が
や
き

⑤
総
務
文
教
、移
住
・
定
住

※委員会等の名称　総務文教：総務文教常任委員会　　産業建設：産業建設常任委員会　　民生：民生常任委員会　基地対策：基地対策特別委員会　　　　　　　　　　　移住・定住：移住・定住促進対策特別委員会　　議会運営：議会運営委員会　　広報広聴：広報広聴委員会　　議会改革：議会改革推進会議

堀ほ
り

　
光み

つ

雄お

　
議
員

春か
す

日が

　
洋よ

う

子こ

　
議
員

馬ば

場ば

　
騎き

一い
ち

　
議
員

堤つ
つ
み

　
喜き

一い
ち

郎ろ
う

　
議
員

森も
り

　
三さ

ぶ

郎ろ
う

　
議
員

奥お
く

本も
と

　
菜な

保お

巳み

　
議
員

佐さ

々さ

木き

　
卓た

く

也や

　
議
員

澤さ
わ

口ぐ
ち

　
正ま

さ

義よ
し

　
議
員

加か

澤ざ
わ

　
明

あ
き
ら

　
議
員

西に
し

村む
ら

　
盛も

り

男お

　
議
員
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委
員
会
等
の
構
成
委
員
会
と
は
、
特
定
の
分
野
に
つ
い
て
専
門
的
に
調
査
し
話
し
合
う
場
で
す
。

各
委
員
会
等
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
常
任
委
員
会　

常
に
設
置
さ
れ
、
所
管
の
事
務
事
業

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
の
調
査
や
、
請
願
審
査
等

　
　
　
　
　
　
　

を
行
い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

所　

管　

総
務
部
、
政
策
部
、
財
務
部
、
教
育
委
員
会
、

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
会
計
課
、

　
　
　
　

他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

　
　
　

◎
小
比
類
巻　

孝
幸　
　

○
佐
々
木　

卓　

也

　
　
　
　

久
保
田　

隆　

二　
　
　

瀬　

崎　

雅　

弘

　
　
　
　

西　

村　

盛　

男　
　
　

堤　
　
　

喜
一
郎

産
業
建
設
常
任
委
員
会

所　

管　

経
済
部
、
建
設
部
、
上
下
水
道
部
、

　
　
　
　

農
業
委
員
会

　
　
　

◎
下　

山　

光　

義　
　

○
堀　
　
　

光　

雄

　
　
　
　

舩　

見　

昌　

功　
　
　

遠　

藤　

泰　

子

　
　
　
　

澤　

口　

正　

義　
　
　

馬　

場　

騎　

一

民
生
常
任
委
員
会

所　

管　

市
民
生
活
部
、
福
祉
部
、
市
立
病
院
、
消
防

　
　
　

◎
田　

嶋　

孝　

安　
　

○
春　

日　

洋　

子

　
　
　
　

奥　

本　

菜
保
巳　
　
　

加　

澤　
　
　

明

　
　
　
　

森　
　
　

三　

郎

■
特
別
委
員
会　

必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
、
所
管
の
事

　
　
　
　
　
　
　

務
事
業
に
つ
い
て
の
調
査
や
国
等
に

　
　
　
　
　
　
　

対
し
て
の
要
望
行
動
等
を
行
い
ま
す
。

基
地
対
策
特
別
委
員
会

所　

管　

基
地
周
辺
住
民
の
民
生
安
定
と
福
祉
向
上
に
資

　
　
　
　

す
る
た
め
の
基
地
所
在
に
起
因
す
る
諸
問
題

　
　
　

◎
堀　
　
　

光　

雄　
　

○
佐
々
木　

卓　

也

　
　
　
　

舩　

見　

昌　

功　
　
　

小
比
類
巻　

孝
幸

　
　
　
　

田　

嶋　

孝　

安　
　
　

澤　

口　

正　

義

　
　
　
　

馬　

場　

騎　

一　
　
　

堤　
　
　

喜
一
郎

移
住
・
定
住
促
進
対
策
特
別
委
員
会

所　

管　

三
沢
市
へ
の
移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
の
増

　
　
　
　

加
を
図
る
た
め
の
各
種
施
策

　
　
　

◎
春　

日　

洋　

子　
　

○
加　

澤　
　
　

明

　
　
　
　

久
保
田　

隆　

二　
　
　

遠　

藤　

泰　

子

　
　
　
　

下　

山　

光　

義　
　
　

奥　

本　

菜
保
巳

　
　
　
　

西　

村　

盛　

男　
　
　

森　
　
　

三　

郎

■
議
会
運
営
委
員
会

所　

管　

円
滑
に
議
会
を
運
営
す
る
た
め
の
事
項

　
　
　

◎
森　
　
　

三　

郎　
　

○
遠　

藤　

泰　

子

　
　
　
　

舩　

見　

昌　

功　
　
　

小
比
類
巻　

孝
幸

　
　
　
　

田　

嶋　

孝　

安　
　
　

佐
々
木　

卓　

也

　
　
　
　

加　

澤　
　
　

明　
　
　

堀　
　
　

光　

雄

■
広
報
広
聴
委
員
会

所　

管　

議
会
広
報
誌
、
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

　
　
　
　

民
と
の
意
見
交
換
会
及
び
議
会
報
告
会
な
ど
、

　
　
　
　

議
会
の
広
報
広
聴
に
関
す
る
こ
と

　
　
　

◎
加　

澤　
　
　

明　
　

○
久
保
田　

隆　

二

　
　
　
　

舩　

見　

昌　

功　
　
　

小
比
類
巻　

孝
幸

　
　
　
　

遠　

藤　

泰　

子　
　
　

奥　

本　

菜
保
巳

　
　
　
　

堤　
　
　

喜
一
郎

◎ 

… 

委  

員  

長

○ 

… 

副
委
員
長

■
議
会
改
革
推
進
会
議

所　

管　

議
会
基
本
条
例
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　

か
の
検
証
、
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
及
び

　
　
　
　

そ
の
他
議
会
改
革
に
関
す
る
こ
と

　
　
　

◎
佐
々
木　

卓　

也　
　

○
小
比
類
巻　

孝
幸

　
　
　
　

久
保
田　

隆　

二　
　
　

遠　

藤　

泰　

子

　
　
　
　

下　

山　

光　

義　
　
　

澤　

口　

正　

義

　
　
　
　

加　

澤　
　
　

明　
　
　

春　

日　

洋　

子

■
一
部
事
務
組
合
等

　

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
議
員

下　

山　

光　

義

　

上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務
組
合
議
員

佐
々
木　

卓　

也

　

三
沢
市
監
査
委
員

 

馬　

場　

騎　

一
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会派の構成をご紹介します

　

広
報
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
議

会
広
報
誌
の
発
行
を
中
心
に
議
会
活

動
の
広
報
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
三
沢
市
議
会
で
は
よ
り

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

お
り
、
三
沢
市
議
会
基
本
条
例
で
も
、

議
会
の
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
１
月
に
開
催
し
た
広
報

委
員
会
に
お
い
て
、
広
報
委
員
会
を

広
報
広
聴
委
員
会
と
名
称
を
変
更
し

た
上
で
、
広
聴
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
定
期
的
な
議
会
広
報

誌
の
発
行
を
中
心
と
し
た
情
報
発
信

に
加
え
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の

企
画
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
広
く
聴
く
「
場
づ
く
り
」
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
三
沢
市
議
会
の
活
動

に
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

⑴三沢市議会広報紙の編集及び発行に
　関すること。
⑵議会のホームページに関すること。
⑶市民との意見交換会及び議会報告会
　の企画、運営等に関すること。
⑷多様な広報広聴手段の検討及び広報
　広聴体制の整備に関すること。
⑸前各号に掲げるもののほか、議会の
　広報広聴に関すること。

⑴三沢市議会広報紙の編集及び発行に
　関すること。
⑵議会のホームページに関すること。
⑶前各号に掲げるもののほか、議会の
　広報に関すること。

会派とは…
　議会内で活動を共にしようという議員が結成
するグループです。２名以上の議員により結成
することができます。

新
た
な
ス
タ
ー
ト

広
報
委
員
会
は
広
報
広
聴
委
員
会
に

広報広聴委員会の所管事項

広報委員会の所管事項

■市民クラブ ■かがやき ■無会派
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令和２年第１回臨時会　議員別議案等賛否一覧表令和２年第１回臨時会　議員別議案等賛否一覧表

　選挙後、初の議会となった今回の臨時会では、議長・副議長の選挙が行われ、小比類巻 雅彦議員が議長
に、瀬崎 雅弘議員が副議長に選出されました。
　その後、市長提出議案３件に加え、各委員会の設置など議員提出議案６件を審議するとともに、
各委員会の委員と一部事務組合委員が選任されました。

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

会
期
１
日
間　

３
月
25
日

今回の議案等
　市長提出議案…３件
　議員提出議案…６件　　計９件
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　議長と副議長は議員の中から選挙により選出されますが、選出過程の透明化を図り市民に開かれた議会

の実現を目指すため、平成30年４月に施行された三沢市議会基本条例では所信表明をする機会を設けるこ

ととしました。

　基本条例制定後はじめての議長・副議長選挙が行われた今回の臨時会において、所信表明会を開催。小

比類巻 雅彦議員が議長選挙で、瀬崎 雅弘議員が副議長選挙でそれぞれ所信表明を行いました。
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今
回
の
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
の
各

種
当
初
予
算
の
審
査
や
、
新
年
度
に
市
役
所

の
組
織
構
成
を
一
部
改
正
す
る
た
め
の
条
例
、

障
が
い
へ
の
理
解
促
進
及
び
差
別
解
消
を
推

進
す
る
こ
と
で
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す

「
三
沢
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

な
ど
の
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
新
年
度
に
向

け
て
三
沢
市
の
予
算
の
使
い
道
や
新
し
い
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
の
広
報
委
員
会
を
「
広
報

広
聴
委
員
会
」
と
す
る
に
あ
た
り
必
要
と
な

る
条
例
・
規
則
改
正
の
議
案
が
、
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
、
可
決
。
市
議
会
が
従
来
の
広
報

活
動
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
広
く
聴
く
「
広
聴
活
動
」
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

定
例
会
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

令和２年第１回定例会　議員別議案等賛否一覧表令和２年第１回定例会　議員別議案等賛否一覧表

令
和
２
年
第
1
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

会
期
11
日
間

２
月
10
日
〜
２
月
20
日

今回の議案等
　市長提出議案…24件
　議員提出議案…  ３件　　計 27件
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令
和
２
年
度
各
種
当
初
予
算
に
つ

い
て
は
、
議
長
・
副
議
長
を
除
く
16

名
の
議
員
に
よ
る
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
一
般
会
計
を
は
じ

め
４
種
類
の
特
別
会
計
、
３
種
類
の

企
業
会
計
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
な
ど
の
結
果
、

総
額
２
２
２
億
２
千
万
円
、
前
年
度

比
０
．
４
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
よ
り
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
と
下
水
道
事

業
特
別
会
計
の
２
種
類
の
特
別
会
計

が
、
下
水
道
事
業
会
計
と
し
て
企
業

会
計
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
予
算
概
要
は
以
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
主
な

質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度
三
沢

市
一
般
会
計
予
算
】

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
戸
別
受
信
設

備
整
備
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
有
線
方
式
で
テ
レ
ビ
を
視
聴

し
て
い
る
住
宅
を
対
象
に
、
電
波
の

受
信
方
法
を
無
線
方
式
に
切
り
替
え

る
た
め
、
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
工

事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
令
和
２

年
度
は
、
大
津
地
区
と
三
川
目
地
区

を
中
心
に
工
事
を
行
い
、
今
後
５
年

以
上
を
か
け
て
順
次
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
の
主
な
公
共
施
設
等
に
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。

来
年
度
は
、
屋
内
で
は
市
役
所
と
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
、

屋
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
デ
ー
会
場

向
け
に
、
市
役
所
か
ら
ス
カ
イ
プ
ラ

ザ
方
面
へ
向
け
た
交
差
点
付
近
と
、

市
民
の
森
の
温
泉
浴
場
付
近
に
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 　

３
年
間
で
市
内
の
公
共
施
設

２
０
か
所
程
度
の
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、
優
先
順
位
を
検
討
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
費
の
街
灯
整
備
事
業
に
つ
い

て
概
要
を
伺
う
。

　

商
店
街
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ア
ー

ケ
ー
ド
を
撤
去
し
、
街
灯
を
整
備
し

ま
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
は
建
設
か
ら
43

年
が
経
過
し
、
崩
落
事
故
も
発
生
し

て
お
り
、
工
事
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
追
加
質
問
）

　

こ
の
事
業
が
進
捗
し
ア
ー
ケ
ー
ド

が
撤
去
さ
れ
れ
ば
、
商
店
街
の
一
方

通
行
は
解
除
さ
れ
る
の
か
？

　

現
在
の
一
方
通
行
は
、
逆
走
す
る

車
が
見
ら
れ
、
ま
た
一
方
通
行
を
避

け
る
車
で
狭
い
市
道
が
混
み
合
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
、
三
沢
警
察
署
に

一
方
通
行
解
除
の
申
し
入
れ
を
し
て

い
ま
す
。
最
終
的
に
は
公
安
委
員
会

の
決
定
事
項
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地

元
の
警
察
署
と
し
て
も
撤
去
と
同
時

に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
向

が
あ
る
の
で
、
力
を
合
わ
せ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
２
３
４
５
６
７
８

議案
一般会計
国民健康保険特別会計
食肉処理センター特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
水道事業会計
下水道事業会計（※）
三沢市立三沢病院事業会計

222億 2,000万　　円
39億 1,029万 3千円
10億 7,584万 9千円
36億 1,536万 1千円
4億 2,065万 1千円
20億 3,722万 7千円
30億 451万 4千円

67億 3,552万 4千円

0.4％
3.2％
1.6％

▲0.1％
8.4％
7.2％
ー　
3.1％

会計名称

※下水道事業会計は、令和２年度より特別会計から企業会計へ移行

当初予算額 前年度比

予
算
審
査
特
別
委
員
会2

月
17
日
開
催
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【
議
案
第
24
号
】
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

※
人
権
擁
護
委
員
と
は
…

　

人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
人
権
の
考
え
を
広

め
る
活
動
を
す
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
市
長
が
地
域
の
候
補
者
を
選
び
、

議
会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
法
務
局
へ
推
薦
し
ま
す
。

（
任
期
：
令
和
２
年
７
月
１
日
〜
令
和
５
年
６
月
30
日
）

山や
ま　

内う
ち　

康や
す　

之ゆ
き　

氏

　

令
和
元
年
度
各
種
補
正
予
算
４
議

案
に
つ
い
て
は
、
８
名
の
議
員
に
よ

る
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
９
号　

令
和
元
年
度
三
沢

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）】

　

公
共
施
設
で
指
定
管
理
を
行
う
場

合
の
、
指
定
管
理
料
の
積
算
方
法
を

伺
う
。

　

指
定
管
理
を
始
め
る
前
に
、
必
要

と
な
る
経
費
や
施
設
の
収
入
に
つ
い

て
３
年
間
の
平
均
値
を
と
り
、
市
で

基
準
額
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

（
追
加
質
問
）

　

も
と
も
と
市
で
運
営
し
て
い
た
施

設
に
つ
い
て
指
定
管
理
を
行
う
こ
と

の
効
果
は
？

　

公
共
施
設
に
職
員
を
配
置
す
る
と

人
件
費
が
か
か
り
ま
す
が
、
民
間
委

託
す
る
こ
と
で
経
費
の
節
減
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

も
図
ら
れ
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
を
行
っ
て
い
ま 

す
が
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
効
果
額

は
約
17
億
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費
が

減
額
と
な
っ
た
理
由
は
？

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
申
請
率

が
予
想
よ
り
大
幅
に
少
な
か
っ
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
商
品
券
の
販
売
期

間
を
５
ヶ
月
間
と
長
期
間
設
定
す

る
と
と
も
に
、
商
品
券
を
分
割
で
購

入
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
申
請
が
あ
る
と
予
想
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
お
金
を
払
っ
て

商
品
券
を
購
入
す
る
こ
と
に
難
色
を

示
す
方
が
多
く
、
結
果
と
し
て
減
額

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
国
の
事
業
で
す
が
、
全
国
的

に
こ
の
よ
う
な
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
追
加
質
問
）

　

商
品
券
の
利
用
状
況
を
伺
う
。

　

商
工
会
が
公
募
を
行
い
、
市
内

２
１
５
店
舗
で
利
用
で
き
ま
し
た
が
、

約
８
割
が
大
店
舗
で
の
利
用
で
し
た
。

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

費
が
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
？

　

昨
年
は
全
国
各
地
で
高
齢
者
の
運

転
操
作
の
ミ
ス
に
よ
る
重
大
事
故
が

相
次
ぎ
、
全
国
的
に
運
転
免
許
の
返

納
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
三
沢
市
に

お
い
て
も
返
納
が
多
く
あ
っ
た
た
め
、

事
業
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

（
追
加
質
問
）

　

事
業
を
開
始
し
て
か
ら
、
免
許
返

納
者
は
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
？

　

こ
の
事
業
は
昨
年
度
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
度
は
１
０
７
名
が

運
転
免
許
を
返
納
し
、
今
年
度
は
１

月
末
時
点
で
１
３
８
名
が
返
納
し
て

い
ま
す
。

補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

２
月
18
日
開
催

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
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市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
方
法
の
ひ
と
つ
に
請
願
や
陳
情
が
あ

り
ま
す
。
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
「
請
願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
い
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
も
の

は
、
市
長
に
そ
の
実
現
を
要
望
し
た
り
、
関
係
機
関
等
に
対
し
意
見
書
や
要
望
書
と
し

て
提
出
さ
れ
ま
す
。

⑴
請
願
（
陳
情
）
の
名
称

⑵
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
と
要
望
事
項

⑶
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
、
氏
名
、

　

押
印
（
２
名
以
上
の
場
合
は
、
代
表

　

者
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
）

⑷
請
願
と
し
て
提
出
す
る
場
合
に
は
、

　

紹
介
議
員
の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印

⑸
提
出
年
月
日

⑹
宛
名
（
三
沢
市
議
会
議
長
あ
て
）

　

三
沢
市
役
所
本
館
４
階
の
議
会
事
務

局
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
定
例
会

の
運
営
を
協
議
す
る
初
回
の
議
会
運
営

委
員
会
の
前
日
ま
で
、
陳
情
に
つ
い
て

は
、
招
集
告
示
日
が
締
切
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
締
切
後
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
次
の
定
例
会
で
の
扱
い
と

な
り
ま
す
。

平
日
８
時
15
分
〜
17
時

〒
０
３
３
―
８
６
６
６

三
沢
市
桜
町
１
丁
目
１
番
38
号

三
沢
市
議
会
事
務
局

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎
53
―
５
５
０
０
）

   

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法

提
出
に
必
要
な
記
載
事
項

提
出
場
所

受
付
締
切

受
付
時
間

郵
送
の
宛
先

　

条
例
等
12
議
案
に
つ
い
て
は
、
８

名
の
議
員
に
よ
る
条
例
等
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
13
号　

三
沢
市
部
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
】

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
を

政
策
部
か
ら
市
民
生
活
部
へ
、
企
業

立
地
及
び
産
業
創
出
に
関
す
る
こ
と

を
政
策
部
か
ら
経
済
部
へ
移
管
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
は
？

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
事
務
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
事
前
合
宿
の
誘
致
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
誘
致
を
所
管
す
る
政
策
部

に
移
管
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

全
て
の
市
民
が
生
涯
を
通
し
て
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
健
康

で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
市
民
生
活
部
に
移
管
し
ま
す
。

　

企
業
立
地
及
び
産
業
創
出
の
事
務

は
、
中
小
企
業
の
振
興
や
雇
用
促
進

を
行
っ
て
い
る
経
済
部
に
移
管
す
る

こ
と
で
、
地
元
企
業
を
含
め
た
総
合

的
な
産
業
振
興
を
効
率
的
に
行
う
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

【
議
案
第
21
号　

三
沢
市
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
】

　

条
例
で
定
め
る
障
が
い
者
差
別
解

消
調
整
委
員
会
の
概
要
に
つ
い
て
伺

う
。

　

条
例
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
差

別
を
受
け
、
市
へ
の
相
談
等
を
行
っ

て
も
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
助
言
ま
た
は
あ
っ
せ
ん
を
行
う

よ
う
市
長
に
申
し
立
て
が
で
き
る
と

定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
助
言

等
を
行
う
こ
と
の
可
否
を
審
議
す
る

機
関
が
調
整
委
員
会
で
す
。

　

委
員
の
構
成
は
、
障
害
の
あ
る
人

ま
た
は
そ
の
家
族
、
福
祉
・
医
療
・

雇
用
・
教
育
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、

弁
護
士
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

条
例
等
審
査
特
別
委
員
会

２
月
18
日
開
催



田
嶋
　
孝
安
　
議
員

遠
藤
　
泰
子
　
議
員
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○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

　

三
沢
市
と
し
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
緊

急
事
態
宣
言
」
さ
れ
た
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
「
三
沢
市
感
染
症
情
報
連
絡
室
」

を
設
置
し
、
庁
内
の
情
報
共
有
体

制
を
整
え
、
国
、
県
及
び
当
市
の

取
組
状
況
を
情
報
共
有
し
、
状
況

次
第
で
は
当
該
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
く
組
織
体
制
を
引
き
上
げ
て
い

き
ま
す
。
予
防
対
策
と
相
談
先
に

つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
マ
ッ

ク
テ
レ
ビ
等
で
周
知
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
が
疑
わ
れ

る
場
合
は
、
感
染
症
法
に
基
づ
き
、

管
轄
で
あ
る
上
十
三
保
健
所
に
連

絡
を
行
い
、
指
示
を
仰
ぎ
、
必
要

時
に
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、

当
地
域
で
は
十
和
田
市
立
中
央
病

院
に
搬
送
等
の
処
置
を
講
じ
る
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　

小
檜
山
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
「
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

の
検
討
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ

き
教
育
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
経
済

的
に
支
援
が
必
要
な
家
庭
の
児
童

生
徒
に
対
し
、
段
階
的
に
無
償
化

が
で
き
な
い
か
実
施
方
法
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
法
に
は
、
義
務
教
育

の
教
育
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の

７
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
当
市
の
学
校
給
食
を
充
実
さ

せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
従
来
か

ら
地
元
食
材
を
活
用
し
た
バ
イ
キ

ン
グ
給
食
な
ど
を
実
施
し
て
き
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
給
食
」
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
充

実
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
マ
ス
ク
等
の
自
主
予
防

に
対
し
支
援
が
可
能
か
伺
う
。

　

今
後
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、

必
要
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
場

合
は
、
備
蓄
マ
ス
ク
の
提
供
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
流
性
の
高
い
施
設
の
運
営
に

つ
い
て
、
感
染
の
恐
れ
の
あ
る
場

合
の
対
策
を
伺
う
。

　

市
の
管
理
す
る
施
設
に
つ
い
て
、

職
員
及
び
利
用
者
へ
の
感
染
症
の

知
識
の
周
知
、
清
掃
の
徹
底
を
図

り
、
必
要
な
場
合
は
施
設
利
用
の

制
限
等
の
検
討
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
市
の
施
設
に
限
ら
ず
、
空
港

や
駅
な
ど
の
交
流
性
の
高
い
施
設

に
つ
い
て
も
、
重
要
性
に
鑑
み
、

市
の
関
係
部
署
に
お
い
て
、
情
報

収
集
及
び
連
携
を
図
り
、
適
切
な

処
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

当
市
の
学
校
給
食
費
は
、
他
市

と
比
較
し
１
食
あ
た
り
の
単
価
が

低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
市
が
一

部
補
助
し
、
保
護
者
の
負
担
を
増

や
す
こ
と
な
く
、
給
食
の
質
と
量

を
向
上
さ
せ
て
は
ど
う
か
見
解
を

伺
う
。

　

来
年
度
は
「
中
体
連
必
勝
メ

ニ
ュ
ー
」
や
「
受
験
生
頑
張
れ
メ

ニ
ュ
ー
」
な
ど
、
質
と
量
を
向
上

さ
せ
た
給
食
の
実
施
を
財
源
も
含

め
検
討
し
て
い
ま
す
。
食
べ
物
の

持
つ
力
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と

認
識
し
、
学
校
給
食
を
充
実
さ
せ
、

教
育
基
盤
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

肺
炎
の
感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て

　

２
月
３
日
に
「
三
沢
市
感
染
症

情
報
連
絡
室
」
を
設
置
し
、
県
や

保
健
所
、
関
係
部
局
と
の
連
携
や

情
報
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ッ
ク
テ

レ
ビ
等
を
通
じ
、
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
「
避
難
所
運
営
の
手
引
き
」

の
策
定
に
つ
い
て

　
「
避
難
所
運
営
訓
練
」
の
検
証
結

果
を
精
査
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
、
市

民
向
け
の
冊
子
は
イ
ラ
ス
ト
を
多

く
取
り
入
れ
、
新
年
度
の
早
い
時

期
に
配
布
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 
○
市
政
へ
の
市
民
の
意
見
の
反
映

方
法
に
つ
い
て

　

政
策
全
般
に
つ
い
て
市
民
が
審

議
し
、
意
見
を
反
映
で
き
る
場
が

必
要
で
は
な
い
か
？

　

第
二
次
三
沢
市
総
合
振
興
計
画

は
市
民
意
識
調
査
や
、
延
べ
１
２
２

名
が
参
加
し
た
三
沢
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
で
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
つ

つ
審
議
を
重
ね
、
市
民
意
見
を
反

映
さ
せ
た
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
検
証
に
お
い
て
も
、
三
沢
市

総
合
計
画
審
議
会
で
市
の
事
務
局

か
ら
の
提
供
資
料
、
説
明
な
ど
を

工
夫
し
、
市
民
意
見
を
取
り
入
れ

や
す
い
審
議
と
公
表
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
と
と
も
に
歩
む

行
政
を
目
指
し
、
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
市
政
を
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

　

買
い
物
支
援
に
つ
い
て

　

市
内
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る

民
間
事
業
者
の
取
り
組
み
内
容
を

ま
と
め
、
そ
の
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
提
供
す
る
た
め
の
手
法
に
つ

い
て
、
他
の
事
例
を
参
考
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
」
の
設
置

に
つ
い
て

　

音
楽
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
生
み
出
す
ひ
と
つ
の

方
法
で
は
あ
る
も
の
の
、
ピ
ア
ノ

の
演
奏
に
相
応
し
い
場
所
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
設
置
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
導

入
に
つ
い
て

　

当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
来
年

度
も
多
く
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、「
移

動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
導
入
に

つ
い
て
、
早
急
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
地
域
環
境
に
即
し
た
調
査
と
対

策
状
況
に
つ
い
て

　

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
現
状
と

情
報
公
開
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　

環
境
省
の
定
め
に
従
い
、
大
気
、

河
川
等
の
公
共
用
水
域
、
地
下
水
、

騒
音
及
び
悪
臭
に
つ
い
て
調
査
し

公
表
し
て
お
り
、
航
空
機
騒
音
で

は
市
内
に
市
で
８
箇
所
、
防
衛
省

で
７
箇
所
の
騒
音
測
定
機
を
設
置

し
、
訓
練
の
速
報
値
な
ど
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
な
ど
、

市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

地
域
環
境
に
即
し
た
地
域
住
民

と
の
協
議
、
対
策
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　

調
査
結
果
は
、
苦
情
等
を
踏
ま

え
、
臭
気
、
航
空
機
騒
音
等
に
つ

い
て
地
域
住
民
へ
の
速
や
か
な
情

報
提
供
と
協
議
を
行
い
、
国
に
対

す
る
要
望
資
料
と
し
て
も
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
が
環
境
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
予
算
化
の

検
討
も
含
め
、
調
査
結
果
の
公
表

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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本
委
員
会
は
、
基
地
所
在
に
起

因
す
る
諸
問
題
を
調
査
・
解
明
し
、

基
地
周
辺
住
民
の
民
生
安
定
と
福

祉
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

約
２
年
間
、
国
等
に
対
し
て
三
沢

基
地
周
辺
対
策
に
関
す
る
要
望
活

動
や
、
基
地
所
在
に
起
因
す
る
事

故
が
発
生
し
た
際
に
は
、
再
発
防

止
に
係
わ
る
要
請
等
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
住
宅
防
音
工
事
に

係
わ
る
国
の
予
算
が
大
幅
に
増
額

さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
種
交
付
金

が
増
額
さ
れ
る
な
ど
一
定
の
成
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
要
望
を
実

施
し
て
き
た
第
二
滑
走
路
の
早
期

着
工
に
つ
い
て
も
、
東
北
防
衛
局

と
市
に
よ
る
検
討
チ
ー
ム
が
設
置

さ
れ
る
な
ど
、
第
二
滑
走
路
整
備

に
向
け
た
第
一
歩
で
あ
る
と
、
大

き
く
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

 

　

本
委
員
会
は
、
空
き
家
対
策
、
少

子
化
対
策
、
特
産
品
開
発
を
は
じ

め
と
し
た
、
街
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
の
各
種
施
策
を
幅
広
く
調
査
・

研
究
し
、
三
沢
市
へ
の
移
住
・
定
住
・

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
約
２
年
間
に
わ
た
り
調

査
・
研
究
を
行
っ
た
移
住
・
定
住
促

進
に
関
わ
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
、

主
な
も
の
を
ご
報
告
し
ま
す
。

住
宅
取
得
支
援
事
業
助
成
金

　

定
住
を
目
的
に
住
宅
を
建
築
・

購
入
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
事
業
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
継

続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
間

あ
た
り
、
１
億
５
千
万
円
の
予
算

で
、
約
百
件
に
助
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
40
歳
未
満
の
申
請

が
約
６
割
で
あ
り
、
特
に
子
育
て

世
代
の
方
々
に
対
す
る
移
住
・
定

住
の
促
進
と
、
三
沢
市
か
ら
周
辺

自
治
体
へ
の
人
口
流
出
対
策
に
一

定
の
効
果
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
移
転
措
置
な

ど
、
な
か
な
か
進
展
し
な
い
項
目

も
あ
り
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
岡
三
沢
地

域
に
お
け
る
地
上
音
の
騒
音
測
定

の
結
果
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、

航
空
自
衛
隊
の
Ｆ
―
35
Ａ
の
追
加

配
備
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
、

Ｅ
―
２
Ｄ
の
配
備
、
そ
し
て
米
軍

の
Ｅ
Ａ
―
18
Ｇ
の
一
時
展
開
な
ど
、

基
地
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
対
策

な
ど
、
引
き
続
き
、
基
地
周
辺
住

民
の
民
生
安
定
と
福
祉
向
上
に
資

す
る
た
め
基
地
周
辺
対
策
に
関
す

る
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

三
沢
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
そ
ら
い
え

　

遊
戯
室
の
利
用
者
数
は
、
令

和
元
年
12
月
末
時
点
で
延
べ
約

６
万
１
千
人
で
、
内
訳
は
市
内
よ

り
も
市
外
の
利
用
者
が
多
い
状
況

で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
税
負
担
の
観
点

や
今
後
の
施
設
の
改
修
等
を
考
慮

し
、
市
外
利
用
者
の
利
用
料
金
の

有
料
化
を
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ

し
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

特
産
品
開
発
促
進
事
業
補
助
金

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
畜
水

産
物
を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
、

市
内
外
へ
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
等
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
、『
三
沢
ご
ぼ

う
茶
』
や
『
や
ま
せ
な
が
い
も
の

冷
凍
と
と
ろ
』
を
は
じ
め
24
件
を

支
援
し

た
と
の

こ
と
で

し
た
。

基
地
対
策
特
別
委
員
会

移
住
・
定
住
促
進
対
策
特
別
委
員
会

   
委
員
会
活
動
の
ま
と
め　

委
員
会
報
告

   

委
員
会
活
動
の
ま
と
め　

委
員
会
報
告
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議
長
の
主
な
公
務
を
紹
介
し
ま
す

１
月
７
日　

令
和
２
年
三
沢
市
新
年
互
礼
会
（
市
内
）

　
　

８
日　

令
和
２
年
三
沢
市
商
工
会
新
年
会
（
市
内
）

　
　

11
日　

令
和
２
年
三
沢
市
管
工
事
協
同
組
合
新
年
会
（
市
内
）

　
　

12
日　

令
和
２
年
三
沢
市
成
人
式
（
市
内
）

　
　

13
日　

第
45
回
三
沢
市
民
俗
芸
能
公
演
会
（
市
内
）

　
　

15
日　

三
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
新
年
互
礼
会
（
市
内
）

　
　

17
日　

令
和
２
年
日
米
新
年
会
（
市
内
）

　
　

19
日　

令
和
２
年
三
沢
市
消
防
出
初
式
（
市
内
）

　
　

20
日　

三
沢
市
老
連
新
年
会
（
市
内
）

　
　

22
日　

令
和
２
年
協
同
組
合
三
沢
建
設
業
協
会
新
年
会
（
市
内
）

　
　

24
日　

三
沢
市
連
合
町
内
会
「
新
年
親
睦
会
」（
市
内
）

　
　

24
日　

公
益
社
団
法
人
三
沢
青
年
会
議
所　

２
０
２
０
年
度
新
年
会
（
副
議
長
が
代
理
出
席
・
市
内
）

　
　

25
日　

大
三
沢
婦
人
会
新
年
会
（
市
内
）

　
　

26
日　

第
４
回
県
南
地
方
学
年
別
少
年
柔
道
大
会
（
市
内
）

　
　

28
日
〜
29
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会　

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　

第
96
回
理
事
会
、
第
83
回
総
会
（
東
京
都
）

　
２
月
１
日　

第
75
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会  

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
（
市
内
）

　
　

１
日　

三
沢
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
70
周
年
記
念　

令
和
元
年
度
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
集
い
」
研
究
大
会
・

　
　
　
　
　

祝
賀
会
（
市
内
）

　
　

３
日　

令
和
２
年
度
三
沢
建
築
組
合
第
73
回
定
時
総
会
・
懇
親
会
（
三
沢
市
）

　
　

６
日　

令
和
元
年
度
青
森
県
市
議
会
議
長
会 

第
３
回
定
期
総
会
（
八
戸
市
）

　
　

６
日　

全
国
市
議
会
議
員
共
済
会 

第
１
１
９
回
代
議
員
会
（
副
議
長
が
代
理
出
席
・
東
京
都
）

　
　

７
日　

令
和
元
年
度
三
沢
市
少
年
少
女
文
化
優
秀
賞
等
表
彰
式
（
市
内
）

　
　

８
日　

第
８
回
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
ア
イ
ス
ホ
ッ
キ
ー
２
０
２
０
（
市
内
）

　
　

９
日　

三
沢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
60
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
（
市
内
）

　
　

18
日　

令
和
２
年
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
・
祝
賀
会
（
市
内
）

　
　

24
日　

中
野
渡 

實
氏　

藍
綬
褒
章
受
章
記
念
祝
賀
会
（
市
内
）

　
　

28
日　

令
和
元
年
度
三
沢
市
と
三
沢
基
地
米
軍
と
の
連
絡
協
議
会 

定
例
会
（
基
地
内
）

　
　

28
日　

三
沢
地
区
塗
装
業
組
合　

創
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会
（
市
内
）

３
月
１
日　

青
森
県
立
三
沢
高
等
学
校
第
64
回
卒
業
証
書
授
与
式
（
市
内
）

　
　

１
日　

青
森
県
立
三
沢
商
業
高
等
学
校
第
55
回
卒
業
証
書
授
与
式
（
副
議
長
が
代
理
出
席
・
市
内
）

　

本
委
員
会
は
、
市
民
の
意
見
を
反

映
し
た
議
員
活
動
の
活
性
化
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
の
構
築
、
そ

し
て
効
率
的
で
効
果
的
な
議
会
運

営
を
図
る
た
め
、
議
会
に
お
け
る

各
種
活
動
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
行
い
な
が
ら
、
議
会
改
革
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
平
成
30

年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
三
沢
市

議
会
基
本
条
例
に
付
随
す
る
要
綱

等
の
検
討
を
は
じ
め
、
三
沢
市
内

の
高
校
生
や
子
育
て
世
代
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
三
沢
市
議
会
と

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
計
２
回

実
施
し
た
ほ
か
、
三
沢
市
議
会
基

本
条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
平

成
30
年
度
分
の
評
価
・
検
証
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
後
集
中
的
に
検
討

す
べ
き
事
項
と
し
て
、

①
情
報
公
開
・
発
信
の
さ
ら
な
る

　

充
実
化

②
自
由
討
議
の
試
行

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用

な
ど
計
８
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
次
期

行
動
計
画
を
ま
と
め
、
議
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
の
施
行
か
ら
約

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
実
効
性
を
担
保
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
議

論
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
よ
り
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
時
代
に
順
応

し
た
効
率
的
で
効
果
的
な
議
会
運

営
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
発
展
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
市
議
会
と
し

て
の
使
命
で
あ
り
、
今
後
も
議
会

改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
と

報
告
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

   
委
員
会
活
動
の
ま
と
め　

委
員
会
報
告

▲検証結果と次期行動計画を議長に報告しま
　した。
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愛
知
県
日に

っ

進し
ん

市
・
岡お

か

崎ざ
き

市

日　

程

　

１
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で

参
加
者

　
視
察
内
容 

議
会
広
報
誌
を
は
じ
め
と
す
る
議
会

広
報
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

  

愛
知
県
日
進
市

　

日
進
市
議
会
で
は
、
７
名
の
議
員

で
構
成
す
る
議
会
広
報
特
別
委
員
会

が
『
に
っ
し
ん
市
議
会
だ
よ
り
』
を

年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

編
集
に
あ
た
り
、
内
容
の
協
議
や

校
正
等
の
た
め
１
回
の
発
行
に
つ
き

委
員
会
を
５
回
程
度
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
原
稿
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
書
き
方
や
見
出
し
の
付
け
方
、

編
集
方
針
や
使
用
写
真
の
肖
像
権
な

ど
に
つ
い
て
委
員
会
と
し
て
の
ル
ー

ル
や
方
針
を
明
確
に
定
め
、
議
員
に

周
知
し
て
い
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
点
字
本
や
音
訳
Ｃ
Ｄ
の
作

成
、
色
覚
障
害
が
あ
っ
て
も
見
や
す

い
色
を
使
用
す
る
な
ど
、
障
害
の
あ

る
方
へ
情
報
を
届
け
る
た
め
の
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

  

愛
知
県
岡
崎
市

　

岡
崎
市
議
会
で
は
、
９
名
の
議
員

で
構
成
す
る
議
会
広
報
委
員
会
に
お

い
て
広
報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
議

会
中
継
に
よ
る
広
報
活
動
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

広
報
誌
編
集
で
は
、
編
集
や
校
正

等
の
た
め
１
回
の
発
行
に
つ
き
委
員

会
を
３
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

表
紙
写
真
は
広
報
委
員
が
交
代
で
撮

影
し
、
冊
子
を
よ
り
多
く
の
方
の
手

に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
表
紙
の

全
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
の
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
市

内
に
４
校
あ
る
大
学
の
学
生
と
議
員

と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
、
会
議
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像
配
信
に
つ
い

て
詳
し
く
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

視　察　報　告
　私たち議員は、市行政の参考とするため、調査・研究を目的とした先進地への行政視察を行っ
ています。行政視察は、委員会として行う委員会視察、所属する委員会の所管にとらわれる
ことなく類似都市や先進自治体等の現地視察を行う議員個人研修視察があります。

※平成２９年１月以降に行った視察については、
　視察報告の詳細（復命書）を市議会ホームペー
　ジに掲載しております。
※◎…委員長　○…副委員長

広
報
委
員
会
視
察

◎
春　

日　

洋　

子　

○
瀬　

崎　

雅　

弘

　

佐
々
木　

卓　

也　
　

下　

山　

光　

義

　

遠　

藤　

泰　

子　
　

加　

澤　
　
　

明
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第２回
　

１
月
11
日
、
三
沢
市
国

際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
市
議
会
議
員
と

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

２
回
目
と
な
る
今
回
の

テ
ー
マ
は
、『
議
員
と
市
民

で
考
え
る
子
育
て
し
た
く

な
る
三
沢
市
』。
市
議
会
議

員
と
、
中
学
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
が
い
る
子
育
て
世

代
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
「
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
」
と
い
う
、

カ
フ
ェ
の
よ
う
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
、
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
い
く

つ
か
作
り
、
席
替
え
を
し

な
が
ら
意
見
を
交
わ
す
形

式
で
実
施
。
よ
り
多
く
の

人
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　三沢市で子育てする
上で感じる良いところ
と残念なところってな
んだろう？

　

ま
た
、
テ
ー
ブ
ル
に
は

大
き
な
模
造
紙
を
用
意
。

出
て
き
た
意
見
や
浮
か
ん

だ
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
自

由
に
書
き
込
み
ま
す
。
話

の
流
れ
が
わ
か
り
や
す
く

な
り
、
活
発
に
話
し
合
い

が
進
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
は
、
多
く

の
人
と
率
直
に
意
見
を
交

わ
す
中
で
子
育
て
の
悩
み

を
共
有
し
た
り
、
ま
た
新

た
な
発
見
が
あ
っ
た
よ
う

で
し
た
。

　

私
達
議
員
に
と
っ
て
も
、

子
育
て
世
代
の
方
々
の
率

直
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
、
と
て
も
充
実
し
た
意

見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

三
沢
市
の
子
育
て
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

市
議
会
議
員
と
市
民
と
の

意
見
交
換
会
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ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

良いところは…
・公園が多く、遊具がキレイ。
・「キッズセンター そらいえ」が新設された。
・米軍基地やアメリカ人との交流がある。

残念なところは…
・子供会が少ない、つくろうとしても集まらない。
・スポーツをする機会や種類が少ない。

どうなればいい？取り組めることは？
・教育にもっと国際色を！
・小さい頃の子育てに関しては手厚いが、卒業後
　戻って仕事したいか？就きたい仕事があるか？
・楽しさを発信する！
・行政も市民自らSNS・良いところをアピール！

※意見交換会で出されたご意見は、三沢市議会のホーム
　ページで詳しく掲載しています。是非ご覧ください。

・改めて文字にすることで三沢市
　について良いところがたくさん
　あるんだと感じました。
・今回のような意見交換会をまた
　開催してほしいと思います。
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三
沢
市
議
会
だ
よ
り
　 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
症
が
非
常
に
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
普
段

以
上
に
睡
眠
や
栄
養
な
ど
健

康
管
理
に
気
を
付
け
る
、
こ

ま
め
に
手
洗
い
を
す
る
、
そ

し
て
、
３
つ
の
密（
密
閉
空
間
、

密
集
場
所
、
密
接
場
面
）
を

避
け
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
対
策
を
徹
底
し
、

感
染
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。 お

わ
り
に

委  

員  

長　

加　

澤　
　
　

明

副
委
員
長　

久
保
田　

隆　

二

委　
　

員　

舩　

見　

昌　

功

　
　
　
　
　

小
比
類
巻　

孝
幸

　
　
　
　
　

遠　

藤　

泰　

子

　
　
　
　
　

奥　

本　

菜
保
巳

　
　
　
　
　

堤　
　
　

喜
一
郎

広
報
広
聴
委
員
会

「きずな」について皆さんの
声をお聞かせください。

　三沢市議会だより「きずな」について、お

気づきの点や、ご意見・ご感想などありまし

たら、お気軽にFAXをお送りください。

　皆さんの貴重な声を反映させ、市民と議会

との「きずな」がより深まるよう努めてまい

ります。

議会事務局ＦＡＸ　0176-53-5500

傍聴してみませんか

応　募　方　法

「きずな」の題字を募集します

　議会では、市民生活に直結した重要な問題
が審議されています。市民の皆さんが選んだ
議員の活動や市政の動きを知るためにも、ぜ
ひ議会の傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席は50席と数に限りがあります
ので、団体等で傍聴される方は、事前に議会
事務局までご連絡ください。

議会事務局ＴＥＬ　0176-53-5500

三沢市議会だより「きずな」の表紙を飾る題字を募集いたします。
採用された題字は、令和４年２月号まで表紙の題字として掲載させていただきます。
また、採用された方には感謝状を贈呈させていただきます。
皆さんからのたくさんのご応募、お待ちしております。

議会だより題字「きずな」　応募用紙

き　ず　な
三沢市議会事務局行

氏　名
（ふりがな） 住　所 年齢

歳

電話番号

FAX：0176-53-5500
①応募箱への投函　②直接持参　③郵送　④ＦＡＸ
※応募箱、応募用紙は市役所ロビー、三沢市総合社会福祉セン
　ター、三沢駅（駅前交流プラザみーくる）に設置しています。
※三沢市議会ホームページからも応募用紙を印刷いただけます。

http://www.city.misawa.lg.jp

（大きさの目安は半紙程度です。大きな紙をご希望の場合は
  ご相談ください）

※氏名・住所・年齢・電話番号をご記載いただければ、
　応募用紙以外の用紙でも応募できます。

■募集期限：令和２年５月 29日（金）当日消印有効
■応募要件：三沢市内、市外にかかわらず、どなたでも応募できます。
■応 募 先：〒 033-8666　青森県三沢市桜町１－１－３８　三沢市議会事務局
　　　　　　ＴＥＬ／ＦＡＸ：０１７６－５３－５５００（直通）

スペースに、
筆、または筆ペンで、横書きひらがなで

   きずな と書いてください。


